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大管長会メッセージ

纏範のカ

第一副管長

N・ エル ドン・タナ ー

今
までに何度か気づいたことで，最近

特に私の注意をひいたことがあ りま

す。それは，時と場所 とを問わず末 日聖徒

がニュースに登場すると， それが政府高官

に任命されたニュースであろうと，あるい

は法律を破 ったニュースであろうと，必ず

と言っていいほど 「モルモン」との関係が

強調されるということです。ほかの宗 派の

人がそのような扱いを受けることはめった

にあ りません。私はこれを称賛の言葉 と受

け取っています。なぜなら，これは世 の人

人がしだいに私 たちの立場 に注意 を向け，

多くの期待 を寄せている証拠だか らです。

長期的に見る と，私たちが世の人々にど

の ような模範を示すかによって，友人を得

るか，敵を作るかが決ま ります。最 も大切

なことは，一人一人が教会の標準や福音の

教 えを忠実に守 り，救い主イエス ・キリス

トの戒めに従 って生活することです。 そう

すれば，私 たちの立場 はおのず と明らかに

なります。

模範の力を通して何かを成し遂げた話を

読むと，私 はいつ も心 を動かされ ます。最

近読んだある話を紹介したいと思います。

10年 ほど前 にある非教会員の方がスーパー

マーケッ トの副店長をしていました。その

店では夜間の業務 に高校生のアルバイ トを

何人か雇いました。副店長 は次のように語

っています。

「どうい ういきさつでモルモンの女の子

を雇うことになったのか，覚えていません。

16歳 か17歳 で した。 名前は思い出せません

が，あの子の模範は決 して忘れることはな

いでしょう。 まれ に見るほど正直で，信頼
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できたし，身だしなみもきちんとしていて，

清潔で した。 とにか く言葉 では言い尽くせ

ません。ほかの子たちと比べる と，きわ立

って見えたのです。」

まもなくその店では彼女の友達 をひとり

雇いました。 その子 もまた模範的な従業員

にな りました。・竺・たりとも親しみやす く思

いや りのある態度で，他の従業員や客に接

しました。

「私 はす ぐに
， 彼女らモルモンの友達 を，

もっとできるだけ 多く雇いたいと思 うよう

になりました。一人一人を見ても，全体 と

して見て も，今 まで店で働いてくれた中で

最 も素晴 らしい女の子でした。がっかりす

るようなことや，信頼を裏切るようなこと

は，ただの一度もしませんで した。 みんな

だれが見ても雇いたいと思うような最高の

従業員でした。」

ある晩のことです，彼は夕食にピザを食

べたいと思いました。 しかし，どうしても

店を離れることができません。そこで，モ

ルモンの少女 に頼んで買いに行って もらい

ました。 ところが，帰ってきた彼女の車 を

見ると，事故で少し傷ついていたのです。

彼は， 自分の用事で行って もらったのだか

ら弁償すると言いましたが， 彼女は断わ り

ました。あくまで彼女 自身の責任だと言う

のです。「あのような人格 を身につけた若入

が，彼女の年代 に大勢いるとは思 えません。

決 して忘れることはできません。」

この男性は，すでにレッスンを受けてい

た息子の紹介で，末 日聖徒の宣教師 と最近

会い，何度か集会に出席 しました。「10年前

にあの少女たちを見 て感心 したことが，教

会で会 ったモルモンの大 人たちにも見 られ
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ました。家族を大切 にするのが気に入りま

したし，私がこれ まで会 った人の中で，一

番幸福そうな人々で した。」

私たち全員が周囲の人々にこのような印

象を与 えることができたら， どんなに素晴

らしいことでしょうか。最近の記事の中に

「模 範 は改宗の 源泉」という見出しの改宗

談がありました。教会員の模範を通 して改

宗したという話はよく耳 にしますが，ここ

長期的に見ると，

私たちが世の人々に

どのような模範を示すかによって，

友人を得るか，

敵を作るかが決まります。

で考えていただきたいのです。 もし私たち

全員が模範的な生活をして周囲の人々に良

い影響 を与えるならば， どのようなことに

なるでしょうか。

私たちは恵まれてイエス ・キリス トの福

音を知 り，その教えを理解 し，神のみ もと

で永遠に生活するためにこの地上で自らを

備えています。 しかし，世の 人々は永遠の

生命の意味するところを知 りません。です

か ら私たちは， この輝か しい原則をすべて

の国民に教 える特権と責任とを負っている

のです。

両親が福音 に対する知識と証を持ち，そ

れ に従って生活している家庭，そのような



家庭で育つ子供は最 も祝福 されています。

両親は子供 に対する責任を 自覚 して， 永遠

の喜びと成功 と幸福とをもたらす物事 を行

なうように教え，子供が不死不滅 と永遠の

生命に備えられ るように助けます。主は次

のように命 じておられ ます。

「また
，シオ ンまたは組織せられたるシ

ゆう

オンの ステーキ部内にて子供を有する両親

あらば，その子供8歳 の時，悔改め，生け

る神の子キ リス トの信仰，バプ テスマと按

手による聖霊の賜などの教義を教えて理解
とどま

せしめざれば，罪その両親の頭 に留るべし。

また両親はその子供たちに祈ることと，

主の前に正 しく歩むこととを教 えざるべか

らず。」(教 義 と聖約68：25，28)

私 た ちに授けられた責任，特権あるいは

祝福の中で，ふさわ しい両親 になること以

上に大いなるものはあ りません。私は大 人

になってからというもの， 自分が 「善 い父

母か ら生まれた」 ことを， いつ も天父に感

謝 してきました。両親は，私が肉体的には

彼らの子供で も，霊的 には神の子供であり，

両親だけでなく神からもふさわしい生活を

するように期待 されていると，教 えてくれ

ました。そして，福音の教 えに従 って生活

するようにいつも努めて ，模範を示 してく

れ ました。両親はあらゆる面におい て正直，

高潔，公正であり，私 にも同じことを求め

ました。両親は福音が真実であることを知

ってお り，神の戒めに従って生活する決意

をしていたのです。

自分たちが行なう備えのできていないこ

とは，決して私 に要求 しませんで した。私

が求め られたことは，いつ も正 しいことを

行ない，天父の前に正 しく歩み，友人や同
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僚から信頼 される生活をし，道徳的に自ら

を清くし，安息 日を聖 く保 ち，知恵の言葉

を厳密 に守 り，什分の一 と断食献金を納め，

そして定期的に祈ることでした。・それ も，

天父がそば にいて私の祈 りを聞いて下さり，

必要な答えと力と導きを与 えて下さると信

じて祈ることで した。私は正しい・ことを行

なうには両親に従えばいいといつも思って

いました。両親は私や周囲の人々に公正に

振る舞いました。 どのような問題でも相談

に行ける両親を持 った子供は，何と祝福さ

れていることで しょうか。

私がアロン神権者の時代に私の監督であ

り最良の友であった父は，神権を尊、ζミこと

を教えて くれ ました。 父は神権そのものの

重要1生と， イエスfキ リス トのみ名によっ

て行動する権能を持つことの大切 さ，それ

に私たちが従うべ き唯一完全な模範につい

て強調 しました。主の大いなる愛を感 じ取

り，主が私 たちの罪を貝費うために死なれた

ことを常に覚えるならば，主が教 えて下さ

った方法に従って生活したいと思 うことで

しょう。

働く時も，祈 る時も，学校で学ぶ時 も，

あるいは霊的な必要に心をくだいている時

も，私たちの模範は周囲の人々に影響を及

ぼ しているのです。イエス ・キ リストの福

音を，また教会に属していることを恥 とし

てはなりません。恐れずに真理 を擁護 し，

時には私たちに降 りかかって くる迫害に耐

えることもできなくてはなりません。ここ

で も模 範を示すのです。救 い主の言葉を思

い出してみましょう。

「義の ため に迫 害されてきた人たちは
，

さいわいで ある。天 国は彼 らの ものであ
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る。

わたしのために人々があなたがたをのの

しり，また迫害 し，あなたがたに対 し偽 っ

て様々の悪 口を言う時には， あなたがたは，

さいわいである。

喜び，よろこべ，天 においてあなたがた

の受ける報 いは大きい。あなたがたより前

の預言者たちも，同じように迫害 されたの

である。」(マ タイ5：10-12)

私 た ちは現在，新たな脅威，新たなチャ

レンジに直面 しています。 と同時にコ ミュ

ニケーションの方法も新 しくな り，山の上

のあか りになるという，今 まで以上に大い

なる機会 に直面しています。山上の垂訓の

中から救い主の言葉をさらに引用 してみま

しよう。

「あなたがたは
，世 の光である。山の上 に

ある町は隠れることができない。
ます

また，あか りをつけて， それを枡の下 に

おく者はいない。むしろ燭 台の上 において，

家の中のすべてのものを照らされるのである。

そのように， あなたがたの光を人々の前

に輝かし， そして，人々があなたがたのよ

いおこないを見て，天にいますあなたがた

の父をあがめるようにしなさい。」(マ タイ

5：14-16)

あ る少年がランタンを手に持って，霧の

降るロン ドンの町 を歩いていました。 する

と霧の向こうから声がしました。「1シ リン

グ払うから，ホテルまで案内してくれない

か。」「はい，承知 しました。」

少年はランタンを高く掲げる と，霧 の中

をホテルに向かって歩き始めました。 やが

てホテルの前に着いて少年が立ち止まると，

後ろからひとりではなく，4人 の男が次々

に現われて1シ リングずつ渡 していきまし

た。そのうちの3、人は，ランタンの光 を見

て，何 も言わずについてきたのです。真理

と光へ導 く人についても， 同じことが言え

ます。

私たちは模範によって，暗黒の世に光を

掲げることができるのです。

躍亀躍篭躍亀躍亀〃 亀"亀 躍 亀躍 亀躍 亀〃 亀〃 篭躍 篭躍 亀躍鬼"隻 駄

ホームティーチャー

への提案

1.模 範の力について個人的な体験 を話す。

家族の人に体験談 を話 して もらう。

2。 このメッセージの中に，家族と一緒に

読める聖句や引用はないだろうか。 ほ

かに読 んでみたい と思う聖句はないだ

ろうか。

3.家 族が周囲の人に模範を示す機会につ

いて話 し合う。模範が力強い教師であ

るのはなぜだろうか。

4.正 しい模範を示すことと，独善的にな

ることの違いについて話し合う。 内面

的な思いや態度 と，外面的な行ないが

調和することが大切なのはなぜだろうか。

5.訪 問する前に家長と話 し合 っておく必

要があるだろうか。模範の力について

定員会指導者や監督から家長に宛てら

れたメッセージがあるだろうか。

"亀 ノ亀躍 亀躍 亀〃 亀躍 亀ノ 亀躍 亀躍 隻ノ亀躍亀躍亀〃亀躍駄躍駄躍
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人
間の大きさを判断するひ とつの基準

は， その人間が一生を通 じて，試練

や苦境にどう対処するか ということです。

あなたは困難にぶつかると自分 自身や同じ

人間仲間，また神に対する信頼 をなくして

しまう人で しょうか。それ とも，どんなに

悲しい出来事でも乗 り越えて， 人に本来備

わっている勇気 をそれ となく示す人でしょ

うか。

私の隣人に， ちょっと想像できないよう

なつらい状況のなかで悲劇に対処 した人が

います。 そこで， これか ら彼が示 してくれ

た模範を紹介したいと思います。

彼のプライバ シーを守 るために，ブラウ

ン兄弟と呼ぶ ことにしましょう。彼は今 か

ら30年 前に ミネソタで教会 に改宗 しました。

彼の改宗のきっかけとなったのは，人生に

対する情熱と人々 に対する優 しい心 をもっ

た，ひとりの末 日聖徒の教師の模範でした。

その後，彼女の彼に対する無条件の愛が，

彼にバプテスマを受ける備えをさせたので

す。やがて、ζ・た りは結婚 し，3人 の娘とひ

とりの息子に恵まれました。 その後，ブラ

ウン姉妹の父親が世を去 ったため，母親が

同居することにな りました。

ひどく寒い冬のある日，ブラウ ン兄弟は

仕事から帰ってくると家族 に， もっと暖か

い土地に引越すつ もりだと話 しました。 そ

してハワイに飛び，仕事を見つけて，家族

を呼び寄せました。

ブラウン兄弟の信仰の試しが始 まったの

6

は，1980年3月17日 です。 その 日，妻 と長

女，姑の乗っていた車が トラックに正面衝

突され，3人 とも死んで しまったのです。

25歳 の トラックの運転手は酒を飲んでいた

ため，左折箇所は実際には800メ ー トルほ

ど先 にあるのに，誤 って対向車線に突っ込

んだのでした。 トラックの運転手は無傷 で

した。

ブラウ ン兄弟は，警察からの電話でこの

悲しい事故 を知 りました。彼は泣きながら，

この悲しみに耐える強さを与えて下さいと

祈りました。それか ら通 りに出て行った彼

は，ワー ド部のふたりの会員が車で通りか

かったの を見て車を止め，事故のことを話

しました。そして彼らに，特別の祝福をし

てくれるように頼みました。 その祝福によ

って彼は，主が自分を愛して下さ り，苦し

みに耐えられるように助けて下さるという

強い確信を得ました。

その約束は，す ぐに形 となって表われま

した。葬儀の時，話をすることにした彼は，

私たちが失った ものを受け入れ， それに対

処できるようにと，模範 によってその方法

を教えて くれたのです。 自分が苦 しみのど

ん底にありなが らも，私 たちの苦しみを和

らげたいと思った彼の心 に，私はすっかり

圧倒されました。

最後の話 し手は，ブラウン兄弟の話の精

神を受け継いで，出席者全員に， とりわけ

悲しみ に暮れる遺族に対 し，不幸な トラッ

クの運転手に対して怒 りの気持ちが生 じる



かもしれないが，それ と戦 うようにと訴え

ました。

それから2日 後，ブラウン兄弟は，めち

ゃめちゃにつぶれた車の中の遺留品を整理

するという，つ らい仕事 に直面 しました。

どんなにか苦しいことだったに違いあ りま

せん。愛する家族の命を奪 った事故の惨状

を目のあたりにし，保険会杜に報告 を出す

ために事故を思い出さなければな らなかっ

たか らです。 できるものならどこかに押し

やってしまいたいと思っていたのですから，

それ をこらえることで彼はすっか り参って

しまいそうでした。

その夜，苦しみの中で，彼は トラックの

運転手に怒 りを覚えている自分 に気がつき

ました。彼は祈 りました。でもまだその気

持ちは消え去 りませんでした。彼は自分の

そうした気持ちに負けたくなか ったので，

意を決 して車に乗 り，その若い運転手の家

に行 きました。 そして一緒 に腰 をおろすと，

「私は君のため
，私のために祈 ってきた。

そして，怒 りの気持 ちをなくそうと努力し

てきた」とだけ言いました。 トラックの運

転手は，少 しびくびくして落ち着かない風

でしたが，私の隣人が話しかけて も口をつ

ぐんだままでした。 そこでブラウン兄弟が

一緒に祈 ってくれるように言うと
，彼はし

ぶしぶうなずいて， ひざまずきました。 ブ

ラウン兄弟は祈 りの中で，悲しみを抑えよ

うとして傷ついた心の内をさらけ出し，彼

も自分 も共 にこの悲しい事故に対処できる

聖徒の道/1982年5月 号

ようにと主に願い求めました。運転手は依

然として黙ったままでしたら

ふたりが祈 り終わって立ち上がった時，

私の隣人は若い運転手の顔が緊張して青 ざ

めてはいる ものの，依 然として無表情であ

ることに気づきました。そこでブラウン兄

弟は彼のそばに寄 り，腕 をまわ して穏やか

にほ っとしたような声で 言い ました。「私

は君を愛しているみ私は君を赦します。 も

ういいんだよ。だか ら君にいつまでもこの

ままの気持ちでいてほしくないと思ってい

る。」若者 は顔をぴくぴ くさせながら黙って

立っていましたが，突然すすり泣いたかと

思うと，心の中の悲 しみを放 出するかのよ

うに， ブラウン兄弟の腕の中で泣きくずれ

ました。若者の妻はこの愛の輪の中に加わ

ると，私の隣人にこう言ったそうです。「主

人は今度の事故のことでひ どく打ちひしが

れていました。事故 を起こしてから主 人が

自分を出せたのはきょうが初めてです。」

もちろんブラウン兄弟の信仰の試しは終

わった訳ではありません。彼はまだこれか

ら先何年 も，愛する家族のいない生活をし

ていかなければな りません。毎 日耐えてい

かなければならないのです。 しかしこの愛

の行ないによって，彼は人生を立て直すこ

とができました。そして彼を知 る人は，「キ

リス トの満ちみ ちた徳の高さにまで至 る」

(エペソ4：13)と いうことが どういう こ

となのかをかいま見 ることができたのです。
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十二使徒定員会会員

ジェー ムズ ・E・ファウス ト

私
は最近， 自分 自身の人生の中で妻が

果たしている役割 について，かな り

真剣に考える機会があ りました。 それは十

二使徒定員会のボイ ド・K・ パ ッカー長老

から 「もし奥さんがおられなか ったとした

ら，長老は今 どうなっていたと思いますか」

と聞かれたことが発端でした。「今の私はな

かったと思います」 とすぐに答えることも

できたでしょうが，そんなことは彼には先

刻承知だったのです。

彼の言葉は私の心をとらえ，それか ら24

時間，私は親切で優 しい妻の助けと励まし

がなかったら， 自分はどうなっていただろ

うかと考えました。それはたとえ頭の中で

考えるだけにしても，いささか ショッキン

グなことでした。

しかし今，パ ッカー長老の質問に正直に

答えるとしたら，妻がいなかったら非常に

多くの失敗をしていたでしょうと言わざる

を得ないと思います。私 も一度は結婚 して

いますが，ただそれだけの ことであって，

とて も結婚 について大層なことを言える人

間ではあ りません， しかし素晴 らしい妻に

感謝 しています。彼女と結婚 したのは間違

いではあ りませんでした。私たちの結婚生

8

活が一番だなどと言う積 もりは毛頭あ りま

せん。 ただ，素晴らしい人を妻 にしたと言

うことはできます。

良い妻を持 った人に与えられ る数々の祝

福のひとつ として，すべての人が必要とし

ているものの中でも最 も大切 なもの，すな 』

わち愛をその妻から得られるということが

あります。私がこれ までの半生の間に受け

てきた，最 も素晴らしい無条件の愛は，妻，

母，義母，祖母，娘，そしてかわいい孫娘 な

ど，家族の中の優 しい女性たちが示 してく

れた愛です。

一人前になった私をずっと支 えてきた最

も大きな力は，妻に対して抱いてきた，変

わることのない，絶対的な無条件の愛でし

た。妻との間の神聖な絆は，私の人生にこ

の上ない祝福 をもたらしてきました。この

祝福がなかったとしたら，果たして自分の

人生がどのようなものになっていたか， と

ても考えられません。

マ リオン ・G・ ロムニー副管長は1979年

に アイダ ・ロムニー姉妹 を亡くしましたが，

その数 日後に聞いた言葉は私の心の中に今

ジ ェーム ズ ・E・ ファウス ト長 老

i妻がいなかったら

非常に多くの失敗を

していたでしょう。



なお印象深 く残 っています。神殿で開かれ

た十二使徒定員会の席上，ロムニー副管長

はこう言ったのです。「アイダが この世を去

った時，私の中から大切な ものが無くな り

ました。支えとなっていた力が無くなって

しまったのです。」墓地の傍 らで副管長は私

に言いました。「奥 さんを大切 にしてあげて

下 さい。行 ける所 には必ず一緒に連れて行

くようにした方が いいです。そうできなく

なる時がいずれ来るのですか ら。」

私は， 多くの教会幹部が夫人たちに対 し

て示す優しさと思いやりの模範にいつ も感

謝 しています。私がステーキ部長の任 にあ

った頃 にづ七十人第一定員会の故S・ デル

ワース ・ヤ ング長老が示して くれた模範を

よく覚えています。 当時，最初の奥さんで

あるグラデ ィス夫人はひどい中風を患い，

身の回りのこともままならない状態で した。

そ して，1964年 に亡 くなるまで，長 い間そ

の状態が続きました。 ヤング兄弟は着てい

る物を替えてやったり，食事 を口に運んで

やった り，労 を惜 しまず，夫 人の面倒 を見

ました。私はこれ まで，ヤング兄弟がグラ

ディス夫人に示したほど大きな，優 しさと

思いや りの模範をほかに見たことがあ りま

せん。彼は一度，「グラディスの身に起きた

ことは，世間一般の人か ら見れば最悪のこ

とで しょうが，私 にとっては，この上 なく

素晴らしい機会で した。心が広くなりまし

たし，愛することの本 当の意味を知 りまし

た」と話 してくれました。

多くの人が仕事で成功したいと腐心 し，

かなりの時間 と労力をつぎ込んでいます。

しかし，私はヤング兄弟のような愛と思い

や りに満 ちた模範を通 して，仕事 で成功 を

収 める ためにはまず家庭 の中で，夫あるい

は父親として成功 を収める必要があること

聖 徒の道/1982年5月 号

ボイ ド・K・パ ッカー 長 老

もし奥さんがおられなかったとしたら，

長老は今どうなっていたと

思いますか。

を学びました。

とは言いなが ら，愛すべき家族よりも仕

事上の同僚に対 して多くの時間を割き，心

を向けている人があま りにも多過 ぎます。

私 は， 自分が外でしていた どんな仕事 より

も，妻が家の中でしていたことの方が大切

だったのだと気づくようになりました。

また私は，妻の座にある女性たちがいつ

も夫に対 して愛と感謝 の言葉，親 しい交わ

りを求め， 自分たちがしていることを認め

て欲しいと願 っていることにも思い至るよ

うになりました。 もしそういう願いに応え

ていくなら，私たち男性は家庭の中におい

て，敬い尊ばれ，大切 にされるようになる
く じ

で しょう。私たちは，挫けることのないよ

うに励ましを与えてくれる，尽きせぬ愛を

受けるようになるでしょう。そしてこの愛

は， 自己の内面を深く見つめ， 自己の内に

ある最高のものを引き出すように私たちを

促 していくのです。

私たちは夫として， 自分たちの伴侶が直

感力，信仰，愛な どの賜を神から祝福され

ていることを再認識する必要があ ります。

9



マ リオ ン ・G・ ロム ニー副 管 長

奥さんを大切にしてあげて下さい。

そうできなくなる時が

いずれ来るのですから。

彼女たちは何の神権の職 も受けていません

が，神権による祝福は受けているのです。
しつ た

そして，私たちを優 しく叱咤する時，彼

女たちはその祝福を通 して，私たちに大き

な恵みをもたらし，また，私たちが神聖な

召しに伴う義務を，さらによく果た してい

けるようにすることもできるのです。 その
しっ た しテき オししセ

愛を込めた叱咤激励は，私 たち男性を鍛え，

人間的に未熟な部分を磨き上げてくれるひ

とつの要素です。

N・ エル ドン ・タナー副管長のお嬢 さん

であるイザベルさんが，副管長についてこ

う言ったことがあります。「母 と結婚 した当

時の父は本当に田舎育 ちそのままの人でし

た。」そして，よくタナー姉妹が兄弟に対 し

て愛の込もった提案をしていたことに話が

及び，そんな時タナー副管長 はきまって「君

がそうすべきだと言 うなら，私 もそうする

積もりだ」 と言っていたと話 しました。良

き妻 と主の声に耳を傾けることによって，

タナー副管長という偉大な人物が形造 られ

てきたのです。

優 しく誠実な妻の助けな くしては大 して

10

良 い働 きもで きない， これは明 らかな事実

です。私たちは妻 に感謝の心 を表わす こと

をあまりにも怠ってはいないで しょうか。

当然 と考えているのではないでしょうか。

自分の妻を敬 いもせず，大事 にもせずに，

主に対 して誉れを求めたり， 自分のしてい

ることを受け入れてくれるように期待した

りすることができるで しょうか。

自分の神権 を通して注ぐべき祝福を妻子

に与えることをせず，それをとどめてしま

っている人は，神権の権能を正 しく行使 し

ているとは言えません。神権の祝福は男性

あるいは夫のためだけのものではありませ

ん。神権の祝福は夫婦の永遠の絆の中にお

いて最 も大きな花を咲かせ，先 に述べた素

晴 らしい祝福を私たちの子供にもたらすの

です。その祝福 こそ従順を通して得られる

永遠の生命，救い，昇栄 に至るための鍵です。

私たちは妻や子供 たちとのつながりの中

で，霊性 をさらに高めるべ く努力 しなけれ

ばなりません。主 と共 に歩むなら，確かに，

全き平安，幸福，一致，安 らぎが与えられ

るのです。

私は福音が真実であることを知 っていま

す。 また， 日々どのような態度で妻に接す

るかが，福音にそった生活を送る上で大き

な比重 を・占めていることを知っています。

永遠の伴侶 なしに，すべての力を完全 に自

分の もの とすることはできません。最終的

な裁きは，私たちがどういう人間，夫，父

親であったか，また，子供をどう育てたか

によって決まるのではないでしょうか。
まごころ もっ

兄弟の皆さん，私たちは 「汝 ら誠心 を以

て妻を愛 してこれと結び合うべ し。その他

の者に愛着することなかれ」(教義 と聖約42

22)と い う主の戒めに従って生きなけれ

ばならないのです。
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しかし， その結婚生活からは，一体感 と

か幸福感 といったものが朱 なわれていると

感ずることが， よくあるのです。

多くの夫 たち，妻たちがそうであるよう

に，ハンセン兄弟姉妹 も，子供 たちが幸福

であれば， 自動的に親 も幸福だと思ってい

ます。だから， 自分左.ちの時間や力 も，家

族のために使っているのです。 しか し，私

たちは，その逆 も真 であることを発見しま

した。幸福 な両親というものは，一般 に子

供たちを幸福にしているということです。

両親が夫婦の絆を強 くすることに重きを

置く家庭では， 日を経るに従って夫婦の愛

の絆が強まり，子供 たちは安心感を覚える

ようにな ります。 レッスンなどで聞くだけ

ではなく，親の模範 を見ることによって，

子供たちは，忍耐，寛容，親切，愛，赦 し

などを学ぶのです。

ですから，快活でしっか りした子供を育

てる最上の方法のひとつは，幸福でしっか

りとした結婚生活を築 くことなのです。

何年か前の扶助協会のレッスンの中で，

夫婦の関係が子供たちに大きな影響力を持

つことが，強調されていました。

「結婚 は家 庭 内の あらゆる関係の基です。

夫と妻の関係は，1家庭内に起こるすべての

事柄の基礎 となりますg・…

子供がごく幼いときから成長するまで，

家族環境，そしてもっと具体的には父親と

母親の関係が，子供 にとって他の人々と接

する際 の手本とな ります。両親の関係の中

に子供がどのように含まれるか，または両

親の関係に 自分はどのように影響を及ぼし

ていると感 じているかなどは，子供の人格

形成にとって最 も大きな要素であると言え

るでしよう。一…

このように夫に愛 と心遣いを示す時に，

12

子供 は自分 も受 け入れ られていると解釈 し

ます。……

夫 に対して競争意識を もってではなく，

協力的に応えるときに，子供 も人の顔色を

うかがったり，意地悪 になった りすること

なく，協力的で正々堂々とした態度をとる

ようにな ります。……

結婚 と人生一般に対 して一層の熱情を持

つ時に，将来に対する正しい態度を身につ

けるのに必要な手本を子供 に示すことがで

きます。」

このことは，私たちの家族にも言えるこ

とがわか りました。結婚当初のことですが，

夫のエ ドは，仕事で何かがあったらしく，

気むずかしい顔 をして帰って来ることがよ

くあ りました。エ ドが家へ 入って来ると，

妻のア ンは一瞬，何か彼をいら立たせるよ

うなことをして しまったか しらと思 いまし

た。そして，エ ドが 自分の ことを怒ってい

るのではないことを何度も確かめたもので

した。私たちは，私たち夫婦の間に意見の

不一致がある時，子供たちも同じような反

応を示すことに気づ きました。子供たちは，

自分たちが，私たち夫婦の問題 に何 らかの

責任 があると感じているようです。

同様に，私たちが温かい親し気な会話を

交わ していると安 らかな安心した気持ちに

なるらしいのです。そして，私たちの夫婦

関係がうまく行っていると， より協力的に

なり，思いやりも深 くなるのです。

夫婦は， どうしたら結婚生活をよりよい

ものにすることができるで しょうか。私た

ちは，基本的な戒めにだけ従っていれば，

それで幸福な結婚生活が約束されると思い

がちです。 しか し，結婚生活には，それ以

上の原則を応用 し，主の導きを得ることが

必要なのです。 そして，夫 も妻 も特に自分



たちの関係 を向上させることに重きを置き・

必要に応 じて，時間と努力を惜しまないよ

うにしなければなりません。

ステーキ部長であ り，カウンセ リングを

職業 としているカールフレッ ド・ブロデリ

ック兄弟はこう言っています。 「皆 さんは私

の所に来てこうおっしゃいます。『ブロデリ

ック部長，私たちは正直に什分の一を納め

ています し，知恵の言葉 も守 っています。

それに，教会の集会にはすべて出席してい

ます し，責任 もちゃんと果たしています。

でも結婚生活はうまくいかないんです。 ど

うしてでしょう。』私 は，次の聖句を思い出

してもらうようにしています。『そもそも創

世の以前 より天 に於て定められたる一つの

変らざる灘 ありて，あらゆる祝福はこれ

に基 くなり。すなわち，われら何にて も神

よ り祝福を受 くる時は， この祝福の基 く律
しか

法に従うによりて然るなり。』(教 義 と聖約

130：20-21)結 婚 生 活を改善するための

律法は，教義と聖約第121章 ， ローマ人へ

の手紙第12章 ，その他いろいろな箇所に書

かれています。」

人間対人間の原則は， 自分一個 人の感情

や態度の問題ではなく，他の 人の気持 ちも

考慮 しなければならない問題なので，個人

の義に関する原則を学び， それに従うこと

よりも，時として難 しい場合があります。

幸福な好ましい関係を築 くには， それ相応

の原則に従わなければならないからです。

おそらく，すべての結婚関係の原則を最

も簡潔に述べているのは，エペソ人への手

紙の次の箇所だと思 います。

「妻たる者よ。主 に仕 えるように自分の

夫に仕 えなさい。」

「夫たる者よ。 キリス トが教会を愛 して

そのためにご自身をささげ られたように，

聖徒 の道/1982年5月 号

妻を愛 しなさい。」(エ ペソ5：22，25)

この 箇所を読むと，結婚の絆 を強める上

で，とても大切 な3つ の方法がわかります。

女性 は，どのようにして主を尊ぶように夫

を尊ぶことを学ぶことができるでしょうか。

また，男性は，どのようにして，キリス ト

が教会 を愛されたように妻を愛することを

学ぶことができるでし ょうか。 その答えは，

キ リス ト御 自身の模範か ら知ることができ

ます。(1)主 は 私たちのことを，常に気遣

って下 さいました。(2)主 は私たちのこと

を知ってお られま した。(3)主 は，その生

涯 を私 たちのために捧げられました。

夫 も妻 も，救い主の模範に従って，お互

いに思いや りをもって親切に振る舞い，よ

く知 り合 い，互いに仕え，、助 け合わなけれ

ばなりません。思いやりを持ち，理解 し，

仕え合う環境の中でこそ、夫も妻も主に心

を向け，お互いの愛や，個 人と家族の幸福

を増 して行 くことがで きるのです。

また私たちは，お互いがいたわ り，理解
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し，助け合わなければならない特に大切な

時があることにも気づ きました。例えばそ

れは，家族のだれかが死亡 した時，家族の

中に病人がいる時，夫か妻のどちらかが何

か間違ったことをして しまった時， あるい

は疲れていたり，心配事 をかかえていた り

する時，夫 または妻が教会の責任で忙 しい

時，来客の時， 日曜 日，休暇中，祝祭 日な

どです。

お互いにもっとよく理解 し感謝し合える

よう，主の助けを求めて祈ることも大切な

ことです。 また， 自分たちの祝福師の祝福，

個人史誌， 家族史誌などを，時折，祈 りの

気持ちをもって読むことも， とても助 けに

なることがわか りました。 それに，お互い

の家族とも仲良くな り，理解を深めようと

する心からの試みも，お互いの理解 を深め

ることにな ります。

私たちの結婚生活の場合，子供 を育てる

という責任が増し加わったこと，仕事 や教

会の責任を行なうことなどで，私 たちの時

問はみんなあっという間になくなってしま

いました。優 しい気持 ちや親切な心遣いは，

夫婦でよく考え，協力し合って，定期 的に

ふたりきりになれ る時間を持たなければ，

たやすく踏みつけにされ， 片隅に押 しやら

れて しまいます。

何年か前のことですが，私たちは毎週デ

ー トをすることが必要 だという結論に達 し

ました。私 たちは散歩 に行 きます。丘 にハ

イキングに行ったり，病気の友達の家の掃

除をした りもします。一緒 に家計を組んだ

14
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り，図書館へ行ったり，子供たちのために

外出やプ レゼン トの計画を立てたりもしま

す。予算が許せば，遊びに出かけた り，映

画を見たり，時には友達 と一緒に過ごした

りもします。

そして，活気にあふれて家に帰って来る

と，子供たちはまた私たちから何か興味深

いものを感 じとるということにも，私たち

は気づきました。

もうひとつ，欠くことのできない時間は，

週に一度の夫婦計画会です。 これを始めて

から1年 近くにな りますが，今では，これ

をしなか った時は一体どうしていたんだろ

うと思うほどです。夫婦計画会を開いている

と， 自分が何かをしている時，相手は何 を

しているのだろうという興味が以前 よりも

わいて来 るようになります。 それに， 自分

が相手にとって も，子供 たちにとっても大

切な存在 なのだという自覚がで きます。 ま

た，私たち自身や子供たちを見つめ直す時

間もできますし，私 たちの問題を解決す る

ために， どんなことをすればよいかを決め

ることもできます。例えば，子供たちのひ

とりが悪 いことをしているのに気づいた時，

私たちは， 自分たちが何 をしなければなら

ないかを話 し合いました。私たちは時々，

家族史誌や手紙のような大切 なものを書 く

のを忘れていたことに気づいて， そのよう

な仕事 をする時間を計画 したりもします。

また，私たちのデー トや，子供たちと共 に

過ごす特別な時間，家庭の夕べの詳細， 日

曜 日の活動，ホー ムテ ィーチングや家庭訪

問の調整 もします。最初のうち，私たちは

よく疲れてしまったり，計画を実行するこ

とにずぽらだったりしました。そして結局，

だれかが病気でない限 り，計画 したことは

行なうという規則を作ったのです。そして

聖徒 の道/旧82年5月 号

私たちは，その規則に従っている時は，従

わない時よりもはるかに幸福であることに

気づきました。

私 たちにとっては， 日曜 日が この週に一

度の計画会をす るのに最も良い 日です。普

通は，15分 から30分 位 ですが，時には大き

な行事があったり，普通では起 こらないよ

うな問題が持ち上がった りして，1それ以上

の話 し合いが必要になり，時間が延びるこ

ともあ ります。

私 たちは， 自分たちの結婚生活，すなわ

ち私 たちの最も大切 な人間関係を改善する

ために働くことが， どんなに必要な問題で

あるかを発見したのです。お互いを大事に

することやお互 いに仕え合 うことに時間と

エネルギーを使 う時，私たちは愛を深め合

い，家族や他の人々との関係をより満足の

いくものにすることができるのです。夫婦

の間でお互いに悪感情を抱 いている時には，

子供 たちや他の人々に，温かい，親切な，

穏和 な気持 ちを持とうとして も，難 しいで

しょう。心 を尽くして祈 り，キ リス トが私

たちにして下さったように，お互いのため

に持 てる力を全部捧げて働 く時に，問題は

解決するのです。

今現在，私たちは子供にかかりきりかも

知れませんが，子供たちはいつか私たちの

手を離れ，伴侶 と結ばれるのです。 もし，

ふさわしければ，私たちはずっと永遠にわ

たって，子供たちと密接な関係をもって暮

らすことができます。 しかし，最 も親しい

関係を結ぶのは，常に夫婦です。お互いの

絆を強める上で味わった成功は，いつまで

も役に立つでしょう。 もし，子供たちに結

婚生活をよ りよいものにしていく模範 とい

う貴い賜を与えるな らば，私たちの心には

より大きな幸福が生まれることでしょう.
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「卒 業式の時に着るガウンと帽子 を注
文 しなくちゃ。」マルタは ドアを入

って来るなり言いました。私の里子のマル

タは18歳 で，高校を卒業するのです。

8年 前に私たちの家へやって来た，知恵

遅れの10歳 の少女が高校を卒業するなんて

だれが想像 したでしょう。 それに教会に入

って，高校 もまだ卒業 していないのに外国

で伝道する責任 を受けるなんて，一体 だれ

が想像できたと言うのでしょう。

この8年 間というもの，私たちはマルタ

が 自分を縛 りつけている縄 目を断ち切 るた

めに，非常な努力をするのを見守ってきま

した。ソーシャルワーカーが私 たちの所へ
を

彼女を連れて来 る10日 前，彼女の父親は彼

女を病院の救護 室 にかつぎ込 ん だので し

た。 そこに居合わせた看護婦は，背中のひ
おう だ あと

どく殴打したような痕に気づいて，家族サ

ー ビス部に電話 をかけました。 それを見た

父親は取 り乱して，すぐに手当てが済まない

とわか ると，少女を見捨てて行 ってしまっ

たのです。そこで家族サービス部では，私

たちにしばらくの間彼女の面倒 を見てくれ

るように頼んできました。

マルタが私たちの家 にやって来た最初の

頃は， いろいろな面で大変で した。彼女は

ほとんどスペイン語しか話 しませんでした

し，歩く時は足をひきずるようにして歩き

ました。マルタはいつ も床をじっと見つめ

て，ほとんど聞き取れないような声で話 し

ました。家族サー ビス部の心理学者たちは，

彼女を知恵遅れと診断しました。私 も心理

学を学んだ者なのですが，専門家の 目を借

りるまで もなく，一見して彼 らの意見は正

しいと思いました。

聖徒の道/ig82年5月 号

2歳 と3歳 と4歳 のマルタの新しい弟た

ちは，彼女を家へ大喜びで迎え入れるが早

いか，はしゃぎながら彼女 につきまとい，

服を引っ張 ったりしながら，彼女の寝室に

までついて行きました。3人 の弟たちはベ

ッ ドの上に跳び乗って見せた り，跳びはね

て壁の絵にさわ って見せたりしていました。

が，マルタは黙って立 っていました。翌朝，

朝食が済んだ後 も裏庭でマイクとキットが

三輪車でマルタのまわ りをぐるぐる回って

競争 していたのですが，マルタは黙って立

っているばか りでした。

それから何 日か，彼女を子供たちの輪の

中に入れようと，あ りとあらゆることをし

てみました。その結果，マ!レタはようやく

妻のキャロルになっき始め，以来いつもキ

ャロルの側 にひっそ りとついてまわるよう

になりました。

しば らくして，私はマルタを近くの小学

校の特殊学級に入れました。 ある午後のこ

とでした。私が帰宅すると，キ ャロルが ド

アの所で待 っていました。

「子供たちが
，マルタをぶったの。」キャ

ロルは 目に涙をいっぱいためて言いました。

「だれが
，ぶ ったんだい。」私 は尋ねまし

た。

「学校 の男の子 たちよ
。マルタをいじめ

て，泣かせたの。マルタは，『あんたなんか

嫌いよ』って叫んだの。そうしたら男の子

たちはマルタを押 し倒 して，服をやぶいた

の。 それでもマルタが泣かないので，マル

タをぶ ったのよ。」キ ャロルは，まくし立て

ました。

「あんたなんか嫌 いよ
。」 それはマルタが

私の家へ来て覚 えた， たったひとつの英語
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で した。 その言葉が，いじめっ子たちから

身を守るただひとつの武器だった ことは，

言うまでもありません。 彼女には， こうす

るしか方法がなかったのです。

私たちは，学校がそのふた りの男の子に

与える罰などは，何らマルタの問題を解決

するものにはならないことがわか っていま

した。そのことはそれで終わって も， また

同じようなことが起こることは 目に見えて

いました。それに，その何かが起 こる時，

私たちがその場に居合わせないか も'知れな

いのです。そこで，私たちは，いじめられ

た時の別の対処の仕方，つまり， にっこり

ほほえみ返すことを教えることにしました。

まず夕食のテーブルを囲んで，家族でゲ

ームをすることから始めました。順番に何

かおもしろい方法で家族のみんなをい じめ

るゲームです。最初に私たちは，明らかに

真実ではないことを言 いま した。「お前 の

耳はぞうの耳みたいに大 きいね」とか 「お

前の手は長くて，地面にとどきそ うだね」

とかいう具合です。マルタがそれを聞いて

にっこりすると，家族みんなが彼女 をほめ

るのです。 こうして何週間も経たないうち

に，マルタは本当にいじめられて も，笑顔

を返すようになりました。それか ら，マル

タがいじめられて困るという問題は，ほ ど

なくして影をひそめて しまいました。

マルタがいじめられて困るというのは，

私たちが抱えた数ある問題の，ほんのひと

つに過ぎません。マ ル タ には 身の回 りを

清潔にするという習慣があ りませんでした

し，学習には意欲 を示 しませんでした。そ

れに，マルタは人前では決して泣きません

でしたが，夜中にすす り泣いているのを，
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私たちはよく耳にしました。

マルタが私 たちと暮 らすようになって，

最初の数 カ月の間に，家族サービス部では

彼女の過去について調べることができまし

た。マルタはプエル トリコで生まれ，両親

は彼女が幼い頃に別れてしまい，その後何

年かの間は親戚か ら親戚へ，たらい回しに

されていたのです。彼女のおばさんに当た

るプルカは，他のだれ よりもよくマルタの

世話をし，マルタを愛 していたようでした。

マルタが10歳 の時， 父親はカリフ ォルニ

アヘ行 きました。マルタも一緒でしたが，



それは，マルタが一緒 だと国からの福祉援

助が 多くなることをあてこんでのことでし

た。しかし，彼はマ ルタには悪霊がつ いて

いるのだと信 じ込んでいて，「それ を追い
おう だ

出そうとして」何度か彼女 を殴打したので

す。カ リフォルニアヘの旅の途中で，マル

タは病気 になり，父親は私たちの市の病院

に立ち寄 ったのでした。

ひとたびマルタを家へ迎えてしまうと，

キャロルと私はだれもがよく知っている 「わ

な」にまんまとはまってしまいました。マ
おは

ルタがかわいそ うになり， その気持ちに溺

れて しまったのです。例えばある時， マル

タとマイクとキ ットが，いたず らをしまし

た。箴言22二15と29二17に あ るように，私

はふたりの男の子のお尻をたたいてベッ ド

にほうり込みました。しか し，マルタがそれ

までに受けて来た虐待を思うと，私にはそ

れができず，ただベ ッドヘ追いやっただけ

で した。

ところがその夜遅 く， マルタは 「どうし

て私のお尻をたたかなかったの」 と尋ね ま

した。この問いかけは，私の心に重 く響 き

ました。私は，里親が犯 し勝ちな最 も許 し

難い過ちを犯 していたのです。私は， 自分

の子供 と同じように，マルタを扱 ってはい

ませんでした。私たちは話し合いました。

そして，お尻をたたかないことがマルタヘ

の特別な愛情のしるしだと考えていたにも

かかわらず，マルタの方は， 自分 は他の子

供たち と同 じように愛されていないと感じ

ていたことに気づいたのです・ もう・ その

ようなことは決してすまい， と私 は自分 に

言い聞かせました。

この経験から，私はマルタのいたず らを

聖徒の道/1982年5月 号

大 目に見るというような態度は，マルタの

成長を助けるどころか，妨害 しているのだ

ということに気づ きました。身体 に障害を

持つ子供に リハ ビリテーションむ受けさせ

ず，子供 自身の力を出させないようにして

しまっている過保護な親のように，私たち

も，マルタが自分で障害 を克服するのを助

けるどころか，妨 げようとしていたのです。

このことをよく頭 に入れて，キャロルと

私は，マルタにはどんな才能があるのか見つ

け出そうとし始めました。私たちは，毎日，

何時間もかけて， 自分の周囲で何が起ころ

うと無感動で，何事 も自分で学び自分です

るということを しないこの少女に教え込も

うとしたので す。マ ヒした足を持つ子供

に歩いてみるようにと何度 も繰 り返 し励ま

す臨床医のように，私たちは彼女の能力を

使ってみるようにと繰 り返し繰 り返しチャ

レンジしたのです。 まず彼女にできること

から始めました。髪 の毛をとかす，服を着

る，少 しの間絵本を見る， というようなこ

とです。 こうして，やがて他の仕事 も教え

られるようになりました。私 たちはたびた

び 多く要求し過 ぎていることに気づき，そ

の要求を撤 回して，やり直しました・徐々

にではあ りましたが， マルタは努力するよ

うにな り，成し遂 げようと奮戦するように

な りました。 そして， 自分で髪 を洗い，床

を整え，服にアイロンをかけ，本 を読むよ

うになったのです。

14歳 の時，彼女はついに心理的な殻 を破

りました。 その時 を境 に，私たちはもう彼

女 を励 ましたりはしませんでした。彼女の

内なる ものが，知識を求魏て彼女をか り立

てたのです。 彼女自身， 自分がそれで もな
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お特異な問題を 背負っていることに気づい

ていました斌， どのオ リンピックの水泳選

手にも負けないようなつらい トレーニ ング

を始めたのでした。体中のすべての筋肉を
すぺ

使 う術を学ぶには，彼女のクラスメー トの

5倍 も努力が必要だったのに，彼女 はそれ

をや り遂げま、した。彼女は 自分でセ ミナ リ

ーの全時限を、と ったので，彼女が教会 に入

ることを妨げるものは，何 もありませんで

した。

里親として，私たちが彼女のバプテスマ

を受けたいという常 に変わらぬ気持ちにど

う応えたらよいのかは，難しい問題でした。

私たちは，州の後見人としての期限が切れ

たら，彼女をプエル トリコに帰さなければ

ならないことを知 っていました。 もし私 た

ちが彼女 にバプテスマを施したら，彼女の

親戚の人々が，マルタは強制的に教会に入

れられたのだと文句を言 った りはしないで

しょうか。彼女は， 自分の友達が皆教会員

だからという理由だけで，バプテスマを望

んでいるのではないでしょうか。彼女は，

本当に自分が望んでいることを理解する能

力があるのでしょうか。 キャロルと私は，

マルタが18歳 になるまで待たなければなら

ない， という結論に達 しました。

ある夜のことで した。子供たちが皆ベ ッ

ドに入ってしまってか ら，キ ャロルがマル

タの書いた手紙を持 って，や って来ました。

マルタは，キャロルにその手紙の文が文法

的に間違 ってはいないかチェックしてくれ

るように頼んだのです。その手紙の2番 目

の段落は，こんな風に始まっていました。

「プルカ
，あなたは正 しい教会に入っては

いませ ん。あなたは，モルモン教会に入ら
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なければなりません。 ジョセフ ・ス ミスと

いう名の少年が いたことは知っているでし

ょう……。」今 まで に読 んだこともないよ

うな， ジョセフ ・スミスの物語の美しい く

だりを読 んだ時，私の目からは涙があふれ

ました。

妻の方を向きながら，私は言いました。

「マル タは
，バ プテスマを受ける準備がで

きているよ。」その時，私の心 には，マルタ

が福音に証 を持っていることに何の疑いも

起こりませんでした。 ただひとつ残された

問題は，彼女のおばさんのプルカに，マル

タがバプテスマを受けた場合，親戚の中で



問題が起こらないか どうか尋ねることだけ

でした。プルカは，何度 もマルタをプエル

トリコヘ返して欲 しいと，頼んで来ていま

した。彼女はマルタにとっては名乗 り出て

くれた，ただひと りの身寄 りでしたが，そ

の彼女がついにバプテスマの許可をくれ ま

した。

こうしてマルタは，1978年3月 にバプ テ

スマを受け，そして5月 に祝福師の祝福 を

受けました。 ところが，その中に彼女は彼

女の家族に福音を伝える器であると書かれ

ていたのです。 キャロルと私は 目を疑いま

した。 そして，また もや彼女は私たちの 目

を開かせてくれたのです。

プルカは，1カ 月程の間マルタを訪ねて

来て もよいかと手紙を書 いてよこ しました。

プルカは6月 にやうて来ました。 彼女は英

語が話せ ませ んし，私たちもスペイン語 を

知 りませんでした。マルタも，かつて知 っ

ていたスペイン語を忘れて しまっていまし

た。 そこで，私たちはスペイン語を話す宣

教師たちに通訳をしてもらいました。プ ル

カの滞在中，私たちは， ブリガム ・ヤング

大学 やテンプルスクエアの訪 問者センター

を案 内してまわり，1週 間のキャンプ にも

出かけました。私たちは，プルカと大の仲

良 しにな り，プルカはそれか らさらに2カ

月も滞在し，マルタとモルモ ン経 について，

いつも話 し合って いま した。プルカは，帰

り際にこう言いました。 「私は，もうマルタ

にプエル トリコヘ帰って来いとは言いませ

ん よ。 ここに本当の家族がいるんだ もの。

でも，時々マルタが，私たちの所 に来て ぐ

れ るといいんだけどね え。」

聖徒 の道/1982年5月 号

それから数 カ月，プルかと私たち家族は

次第に何通 もの手紙 を取 り交わすようにな

りましたが，教会についてぱ一言も触れま

せんで した。プ ルカは独 象で，.母舞 と妹 と'

一緒 に暮 らしていました。あ，る日のこと，

妻は興奮 しなが ら，私にプルカからの手紙

を見せました。 その手紙は》 こんな言葉で

始まっていました。

「親愛なるキャロル とポール

今朝， とて も朝早 く，家に帰って来まし

た。手紙 を書くのが待ち切れませんでした。

私は，たった今，サン ・アァンでバプテス

マを受けて帰って来たのでず…し一。」

今年， マルタは高校を卒業 し，プルカが

マルタのおばあちゃんを連れ て，やって来

ます。 どんなひとときになるで しょう。卒

業式に出席する人々は，クラスの他の生徒

たちと何 も変わった所のないひとりの十代

の少女を 目にするで しょう。 しかし私が見

るマルタは，人類 に与えられた最 も難 しい

障害の幾つかを克服 した八なのです。そし

て，どうして 自分は他の入々と違 う存在と

して造られたのか，それ に， どうして信仰

を持って大ぎなチャレンジに：立ち向かわな

ければならないのか と，かつて尋ねたひと

りの娘 を見るでしょう。私ば，いじめられ，

あざけられても，すべての人々に愛をもっ

て接 した，ひとりの娘を見るで しょう。ま

た， 自分の家族に対する愛で心をふくらま

せたひとりの娘を見ることでしょう。

マルタのおばあちゃんは，初めて自分の

本当の孫娘に会うのです。そ して， もしマ

ルタが 自分の道を選 ぶなら，おばあちゃん

も宣教師たちに会うことでしょう。
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来巌豪来崇
豪張張豪豪

いで,ウ イラ。いいものを｢お 貞
せてあげる姉 じいち

ゃんが,よ んでいます。｢

ウイラは,ど うしようかな,と 憩

いました。なぜって,お じいちゃん

のそばには,わ らで搾ったハチのす

があるのです 。

｢お いでったら
。 ハチのやつは,

お箭をさしたりはしないよ。きょう

おお

は,ミ ツあつめで,大 いそが しさ。｣

ウイラは,そ お っと,お じい ぢゃ
い み

んのそばに行きました。見ると,ハ
そと

チがむれになって,す の外がわにあ

つまっています。

おじいちゃんは,い いました。｢す
なか

の中がいっぱいになっぢまうたんじ

ゃ。じゃから,薪 しいむれを搾るん

じゃよ。菱釜パチが由て莱たら,そ

zz
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いるあいだ,ウ イラは,ほ ろ篤量の
なか

中にすわっていました。ウイラは,

いいました。｢ねえ,お 笛さん わた

し,ハ チこわいな。ハチに た

蒔のこと,わ すれられない こ
かあ

すると,お 田さんはいい

三繍 蟹羅
藷裂鷺
ました。

｢蒔 には ,こ わいってことも,い

いことよ。こわくないのは,お バカ

さんだけですものね。ゆう吏のある

子は,こ わくても,や ってみる子 よ。｣
かあ

ウイラは,お 田さんが,あ んだか

みの毛を,釜 琶のかみかざりにくる
み

んでしまうのを見ながら,だ まって,

すわっていました。
かあ

と,と つぜ ん お田 さ ん が い い ま

した。｢ほ ら,ハ チがうな って る。｣

ウイラは,篤 量をとび由して,喬 箪

に曇のようにむらがっているミツバ
み い おお

チを見に行きました。ウイラは,大

声でいいました。｢おじいちゃんをよ

んできてよ。わたし,ミ ツバチをお

いかけなくぢゃ。｣

ミツバチは,茄 のそばの笑きな禾
ほう い

の とんで行きました。ウイラ
い よう

,生 けん めい,お いかけました。

ミ･て チは,ウ イラの嶺の韮の未の

に,い っ ぱいむ らが っています。
おお ごえ

イラは,大 声をはりあげて,お じ

いちゃんをよびました。

おじいちゃんは,薪 しいハチのす

と,禾 のいたをもってかけつけて菜

ました。ハチのすの革には,季 ぶく
おお

ろと,あ みをかぶせてある大きなぼ
はい

うしが入っていました。
め

おじいちゃんは,う す目でハチの
み

恋れを見なが ら,い い ました。｢ウ イ

ラ,お 箭は,ゆ う奏のある手じゃ。あ

の嵩いところまで,の ぼれるかい。｣

ウイラは,の ぼれると憩いました。

でも,荷 羊びきものハチを貞ると,

ぞっとしてしまいました。

おじいちゃんは,ウ イラにぼうし

をかぶせました。それから,昌 やか

たに,き っちりとあみをかぶせまし
て

た。ウイラは,手 ぶくろをはめて,

おじいちゃんがポケットから由した
て

ナイフを,手 にもちま した。

お じいちゃんは,い いま した。｢よ
き いま

くお聞き。ハチは今とってもうれし

噸
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思 うだけでは不十分 である

レックス ・C・ リーブ

ワ
イオ ミングでのある秋の 日のことだ

った。青空に高くそびえた雄大なテ

ィー トンの峰が，ジャクソン湖 を鏡 にして，

その見事 な姿を映し出していた。絶景であ

る。岩だらけのスネーク川を160キ ロにわ

たって下 るカヌー大冒険旅行 をするのに，

これほど美しい歓迎があるだろうか。 スネ

ーク川はその名の通 り
，野生生物がたくさ

ん生息する荒野をへびのようにうね って流

れていた。 そこには道もなければ，人の通

った跡さえも見あたらない。

第19ス カウ ト隊の リーダーである父親 と

16歳 の息子たちは，カヌー冒険旅行の出発

に備 えて，スネーク川のモラン側の岸で待

っていた。興奮は高まり，心臓の鼓動もい

つになく早いようだった。

日焼けした背の高い，川下 りの経験のあ

る19歳 の青年、雪・たりが私たちのガイ ドをし

てくれることになっていた。ひ とりが先頭

に立ち， もうひ とりが最後から追い立てる

という具合いに。彼 らの指示と警告の一言

一句が
，どんな些細なことも聞き もらすま

いとする耳に吸い込 まれていった。彼 らか

ら，うずについての説明があった。 うずに

巻き込 まれると，抜け出せなくなってしま

はならない」 ということだった。私たちは，

ガイドか ら指示されたことにはすべて従お

うと決心 したつもりだった。つまり，左右

等 しくかき進み，カヌーのバランスがとり

やすいよう，またこぎやすいようにいつ も

ひざ立ちの姿勢 を取ることになっていた。

グループの リーダーとして私 は， ガイ ド

の安全対策を聞 きなが ら，考え直すべき点

があるような気がした。私は数 日前のニュ

ースを思 い出していた。 ある父親が，救命

ジャケッ トをきちんと着 ていたにもかかわ

らず，カヌーが急流に入ったところで川に

落ち，岩 に頭 をぶつけて救助が間に合わず

おぼれて しまったということだった。

先頭のガイ ドは慣れた手つきでカヌーを

川に浮かべると，楽々とすべ り出して行 っ

た。その後を父親と息子 のカヌーが順に続

いた。実 にうるわしい日だった。澄みきっ

た空気， ところどころ白い雲のたなび く青

い空，これがあた りの美しさを一層引き

てていた。川の水は澄んでいて，ゆっく

と流れていた。 トウヒの木と松が草やか

木と一緒になって， 川が曲がるたびに芸

的な美 しさをか もし出す。初めの10マ イ

灘鷲懇 難 雛ll謂
難響雛肇轡隷







愛する人が酒におぽれて

大切な絆を破壊し始めたら，

家族の人はどのように

助けたらよいのでしょうか。

先
日，家族を連 れて近くの教会 に出席

しました。私たちはそれぞれの集会

を楽 しんでいましたが，初等協会の時間に

非常 に興味深 い，、それでいて私を不安 にさ

せる一場面がありました。

歌の時間のことですが，指揮者が何の気

なしに子供たちにキャンデ ィーを配って，

こう言ったのです。「今配 っ たのは 『歌の

薬』です。これをなめれば，大きな声で上

手に歌えますよ。」結果は大成功で した。し

か し，私は この何気ない出来事の裏 に秘 む

ものを感じて不安 にな りました。

私たちは薬に順応した社会の中で生活し

ています。アスピリン，風邪 薬， 胃腸薬，

ニコチン，マ リフ ァナ， アルコール，ヘロ

イン，興奮剤，鎮静剤など，私 たちのあら

ゆる障害を取 り除いて くれる薬が数 多く製

造され，乱用されています。このような環

境 に置かれた人は，苦痛や不快感 などとい

うものは味わう必要のないものだと思い込

み，人生のあらゆる問題は，歌を習うこと

さえも，少しの粉末か飲み薬，あるいは一

粒の錠剤をのむだけで解決すると信 じるよ

うにな ります。

法律で認 められていない薬を服用 したり，

処方薬や大衆薬を乱用した りすると，健康

に重大な影響を及ぽ します。 しかし，何 と

言って も最大の問題は，アルコールの消費

にあるようです。

ミル トン ・R・ ハ ンター長老は，この点

を的確 な言葉で表わしています。「悪魔が人

類の幸福を破壊するために用いた道具で，

歴史上最 も効果を上げたものは，アルコー

ルである。」(怖 ホ認Q%o鰯 あ%， エマ ー ソ

ン ・ロイ ・ウェス ト編，p。10)

教 会 員はアルコールを口にしないように

戒 められていますが，教会員にとってこの

言葉はどのような意味を持つのでしょうか。

教会員で飲酒をする人は全体のごく少数

ではあ りますが，中には知恵の言葉を破 っ

て酒を飲み， 自分 自身や家族を深 く傷つけ

てしまう兄弟姉妹がいます。

私は仕事柄，悲惨 な状態 に陥った教会員

と話 をする機会が よくあ ります。重症のア

ルコール中毒 にかかった男性がこう言いま

した。「私は妻を失いました。酒をやめるよ

うにどんなに言ってもむだだとわかると，

妻は離婚 して出て行きました。私はひとり

です。仕事の同僚 も，家族 も，だれも信頼

してくれません。何 もか も失 ってしまった

のです。」

別の男性はこのように言いました。「酒を

飲んだために，2台 の車 をめち ゃめちゃに

して，家族 にたいへんな負担をかけました

が， 自分が飲み過 ぎている とは思わなかっ

たし，助けを求める気などまったくあ りま

聖徒 の道/1982年5月 号 33



最初のうちは飲酒の悪影響がほとんど表

われない人がいますが，そこに悲惨なア

ルコール中毒の温床があるのです。

せんで した。」

またある姉妹は涙ながらに訴 えました。

「家 に帰 るの が恐いんです。来る 日も来る

日も，夫は酔 って帰っては，私や子供をひ

どくたたきます。 もうこんな生活に耐 えら

れません。でも，夫 を愛しています。立ち直

って欲 しいんです。 どうか助 けて下 さい。」

どうしたら解決できるで しょうか。愛す

る人が酒におぼれて大切な絆 を破壊 し始め

たら，友人や家族や周囲の人々は， どのよ

うな助けを与えることができるでしょうか。

それぞれの状況に応じて解決方法も様々

だと思いますが，以下に挙げる原則や指針

を理解 しておけば，必ず役立つでしょう。

初めてアルコールを口にする理 由は人に

よってまちまちです。好奇心や反抗心から，

仲間の圧力に負けて，宣伝 の影響 を受けて，

など数え上げればきりがあ りません。 しか

し，飲酒が習慣化 していく過程については，

一般 に以下の段階 を経ると言えます
。

1.飲 酒による一時的な快楽 にひたる。

アルコールを飲むと，最初は快い気分

になるか， 多幸感を味わうのが普通です。

精神的な緊張が和らいで くつろぎ，(自分

でもわかるように)普 段 よりも活動的で

遠慮がなくな り，友好的にな ります。 い

つもの自分 とは違うのです。

不幸なことに，最初のうちは飲酒の悪

影響がほ とん ど表われない人がいます。

そしてそこに悲惨 なアルコール中毒の温

床があるのです。

2飲 酒 による一時的な快楽を持続 させよ

うとす る。

アルコールを飲むたびに一時的な喜び

にひたれるので，飲酒の機会を求めるよ

うにな ります。飲酒を続けるにつれて，

アルコールの作用によって孤独感や疎外

感，恐れ，劣等感，敗北感などの心の痛

みから一時的に解放 されることがわかり

ます。 しかし，酔いから覚 めると元の状

態に戻 ってしまうので， もう一度忘れる

ために飲酒を重ねることになります。

3ア ル コールに対す る耐性が現われ る。

飲酒を続けていくと1し だいに多量の

アルコールを飲まないと，望んだ効果が

得られなくな ります。 この段階になると，

どれだけ 自分が飲めるか， どれだけ飲ん

でも酔わないかなどと， 自慢 するように

な ります。

4ア ル コールに対す る依存が現われる。

この段階 になると，アルコールなしで

は生活できない状態にな ります。アルコ

ールを飲まなければ
， まともに活動する

ことができませ ん。

5飲 酒の悪影響が現われは じめる。

大量のアルコールを頻繁 に飲むので，

34
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今 まで表に現われなかった飲酒の悪影響

がはっきりとわかるようになります。仕

事の能率は低下し，家族関係は重大な危

機 に面します。本 人は車を破壊 したり，

中毒状態 に陥って愚かな言動に走った り，

留置されて罰金を科せられたり，妻子に

乱暴 したりすることがあるでしょう。

6.精 神的な苦痛を感 じる。

上記の ような行 ないによって自尊心は

失われ，いつも自責の念と罪悪感にか ら

れ，精神的な苦痛に悩まされるようにな

ります。

7.飲 酒による苦痛 から逃れ るために再び

飲 む。

これまでの悲 しむべき経験から会得 し

だことと言えば，苦痛を和 らげるために

アルコールを飲むことです。あとはこの

繰 り返 しです。 ここに至って， 自分が悪

循環の渦に引きず り込 まれていることに

気づきます。最初の内は快 い気分 にひた

っていましたが，今や身体的な禁断症状

と精神的な苦痛という悪夢に悩まされて

いるのです。 しばしば憂 うつな気分 にお

そわれて 自殺を考え，希望をまったく失

って しまう人もいます。 しかし皮肉なこ

とに，諸悪の根源であるアルコールのこ

とが頭か ら離れません。 これが苦しみか

ら逃れる唯一の手段だからです。

アルコール中毒の人は他か らの援助 を容

易には受け入れませんが，友人や家族 や主

か らの助けがない限 り，この悪循環の輪か

ら脱け出すことはほとん ど不可能です。

まことに残念なことですが，家族や友人，

雇用主などが心配 して善意の手 を差 し伸べ

て も，かえってそれが問題 をこじらせてし

まうことが少なくありません。

私が扱った末 日聖徒の夫婦， ジョンとス

ーザンの場合を例 にとって考えてみましょ

う。

結婚 してから数年後 に， ジョンは飲酒を

始めました。スーザンは彼を愛していたの

で，あらゆる手を尽くしてそれをやめさせ

ようとしました。酒のびんや夫の札入れを

隠 して，飲み仲間から夫を遠ざけようと思

いました。夫が酔 っぱらって帰るたびに，

そのおか しな振る舞いについて，他の人々

に何とか言い逃れをしました。会社の上役

に電話 してこのような弁解をしようとしま

した。「夫は流感にかかって，今 日は仕事 に

出られないと思います」子供 にもうそをつ

くようにな りました。「お父さんは仕事がう

まくいかな くて，とて も悩んでいるのよ。」

子供 たちはす ぐに真相 を知 りました。家

庭での圧迫感か ら友達を家 に呼ばなくなり，

父親の行動を隠すか言い訳をして，そのこ

とが人に知 られないようにしました。

スーザンも恥ずかしくて，監督のもとへ

行けません。 どうして，夫がお酒を飲んで

いるなどと言えるでしょうか。

これ とよく似た話が，何度 も繰 り返され

ています。 そして，この話 には驚 くほ ど大

勢の人が加担 しています。 まず監督は蓄え

が底をついた家族 に， 食糧 品や衣料品を支

給 し始めます。職場の同僚は，仕事が完全

に終わるように助けた り，ジョンのような

人が職 を失わないように余分な責任を引き
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受けた りします。雇用主は，解雇するのは

ク リスチャンらしくない，「もし解雇 したら

家族はどうなるだろう」 と考えているので，

見せかけだけの成果に目をつぶるか， ある

いは繰 り返し機会を与えます。

一般にこのような周囲の行動が
，破滅へ

の道 を歩ませてしまうのです。 当人は 自分

の行 ないの結果から守 られ， ますます飲酒

を続けやすくな ります。

ジョンとスーザンのような家族 を助ける

には，まず第一に，スーザンやその他関連

のある人々と接して，事 態を悪化させてい

る彼らの行動要因を取 り除くために必要 な

援助を与 えることです。そして 「忍耐の愛」

すなわちたとえ傷つけることがあって も行

なうべきことは行 ない，本人がすべ きこと

には決 して手 を出さない，そのような愛の

表わし方を身につけることです。

「忍耐 の愛」 を表 わすのは
，いつ も容易

なわけではありません。沈黙を破 り，愛 と

救済の確固たる精神 をもって愛する人と向

かい合 うのです。 これはたやすいことでは

ありません。酔いつぶれた夫 を一晩中いす

の上に放っておいて，翌朝 自分で身支度を

整えさせる，妻にとってこれは実につ らい

ことです。 また，アルコール中毒の母親 を

持 った子供が言い訳 をする代わりに， 「お母

さんは酔払 っているんだ」 と友達に話す。

これはどれほどつらいことでしょうか。

責任をすぐに人になす りつけるような人

を扱う時， いつも冷静に接するのは難しい

ことです。事実，酔 っぱらった人はたくみ

に責任を転嫁するようになります.た とえ

ばジョンですが，彼は自分が酒を飲むのは

スーザンに落度があるか らだと信 じ込んで

いました。

スーザ ンは深く傷つき ，しだいに怒りっ

ぽくなっていきましたが，ここに至ってよ

うや く，夫の行動が何 を意味するかに気づ

きました。アルコール中毒 になるのはひと

りの責任ではない，スーザンは心 にそう感

じる一と， 自分の感情を抑え始めました。 こ

うして，責任の転嫁やそれに伴う苦々しい

思いを避けることができたのです。

しかしいずれにしても，酒を飲む人は自

分の悪い行ないに対 して責任 を取る(言 い

換えれば，その結果を甘ん じて受ける)必

要があ ります。そうしない限 り， 自分を変

えようという意欲 はわいてきません。

非常に残念なことですが，末 日聖徒は酒

を飲んではいけないと厳 しく教えられてい

るので，アルコールの罠 にはまった人に対
しんらっ

して辛辣な態度をとりがちです。過酷な意
ら く

見，酔っぱらいという無分別な烙印，アル

コールとそれが人に与える影響 についての

誤解，これらの ものは援助の手を差 し伸べ

る際の障害になります。

ジョンが教会の活動に参加 した時のこと

です。近 くに座った夫婦は彼の息が酒臭い

ので立ち上がって別の席に移 りました。 こ

の時にジョンの感 じた疎外感が想像 できる

で しょうか。 もちろん，このようなことは

いつも起こるわけではあ りませんが，ひ と

たび現実となれば， ジョンのような人を激

しく傷つけて しまうのです。必要なのは助

けであって，無視 されることではありません。

36



いずれにしても，酒を飲む人は自分の悪い行

ないに対して責任を取る必要があります。

これは経験か ら学んだことですが，酔っ

ぱらい も他の人と同じように尊い神 の子供

であって，ただ病気のために助 けを必要 と

しているだけなのだと考 えれば，容易に手

を差 し伸べることができます。 いかなる時

にも増して，愛 と関心と受け入れる態度が

必要 とされるのです。

デビッ ドという十代の末 日聖徒が経験し

たことを， ジョンの場合 と比較 してみまし

ょう。

父親に面 と向かって反抗 したデビッ ドは，

家の車を盗み出し，やけになって猛スピー

ドで突っ走 りました。そのためカーブを曲

が りきれずに車は横転 し，彼は重傷を負い

ました。幸いなことに，同乗者は軽いけが

ですみました。

家族 とワー ド部の会員は，デビッドが回

復するように断食して祈 りました。ホーム

ティーチ ャーは彼に特別な祝椙を授け，そ

の後 もしばしば病院を訪れました。同乗 し

ていた少年 とそれぞれの両親 も見舞いに来

て，デビッドの回復を祈 りました。 こうし

てデビッ ドは少しび っこをひき，体 に傷跡

は残 りましたが，無事に全快 しました。彼

が助かったことに対 して，だれもが主に感

謝しました。

デビッドは重大な過ちを犯 しましたが，

生命が危険にさらされた時，必要な助けを

得るごとができました。 それに比べて， ジ

ョンの場合はひどいものです。 ジョンはつ

いに助けが必要であると悟って，アルコー

ル中毒患者の治療センターヘ入院しました。

しか し， そこを訪れて くれたのは妻だけで

す。 ワー ド部の会員は彼のために断食もし

なければ，祈 りもしませんでした。特別な

神権の祝福を授けようともしません。やが

て退院 したジョンを待 っていたのは，彼が

酒をやめたことを疑って信 じようとしない

周囲の人の目でした。

純粋な愛や個 人のフェロー シップ，相手

を理解する深い心， これ らの ものは問題を

持って苦 しむ人々の生活に祝福 をもたらし

ます。そして同じように，アルコールにむ

しばまれて苦 しむ入々にも祝福 をもたらす

のです。

アルコール中毒 と闘う人を助ける際に最

も難 しいことは，患者が元の状態に戻って

しまって も慌てた り落担 したりせずに， そ

れをその まま受け入れることにあると思い

ます。 もはや回復への望み も進歩もない，

いっその事あきらめて しまおうか，こうし

た大 きな誘惑 を感じることも時々あるもの

です。

難 しいことか もしれません、が，どこにも

逃げ場のない精神的な落し穴に陥らないよ

うにすることです。大 きな心で問題 を見す
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酔っぱらいも同じよろに神の子供であると考 え

れば，容易に手を差し伸べることができます。

え，必ず立ち直ることができるという明る

い見通 しを持つ ことです。家族の人は寛大

な気持ちでわずかな進歩で も受け入れ， こ

の問題は必ず克服できるという希望 を常 に

持ち，互いに励まし合う必要があ ります。

そしてもちろん，神からの助 けを絶 えず求

めなければな りません。主は私たちをはる

かに越えた洞察力を持って祝福を授けて下

さいます。そして，福音 に対する証が強ま

り，忍耐する力が与えられるで しょう。

忍耐力があれば，家族の人は患者が再び

元の状態に戻っても，落胆したりせずに，

引き続き愛をもって励ますことでしょう。

これは愛する人に働 きかければ，必ず酒

をやめさせることができるという意味では、

ありません。 しかし，それでも原則を適用

するのでず。 そうすれば， もしアルコール

中毒 の人が問題を克服できなかったとして

も，少なくとも私たち 自身の生活は改善 さ

れるでしょう。

家族の中で酒を飲まない人が早い内に手

を差し伸べれば，ほ とんどの苦悩 は避けら

れます。大切 な事は，関係者全員が進んで

アルコールについて学び，アルコール中毒

への過程や，無意識の内に飲酒へと追いや

る家族の態度にっいて，できる限 り多くの

知識を得ることです。

家族にとって有力な助けになる人として，

ホームティーチャー，定員会指導者，監督，

その他関係のある神権指導者や扶助協会の

指導者， それにアルコール中毒から立ち直

った教会員などがあげられます。

アルコール中毒 の人にとっては， これ ら

の助けに加えて，医療プ ログラム，抗酒剤，

中毒患者の治療センター，更生施設などを

利用することができます。心に銘記 してい

ただきたいのですが，専 門家の助けを借 り

ずにアルコール中毒 を克服することは， 多

くの場合，ほとんど不可能なことなのです。

大抵の地域では，家族が申し出さえすれば，

アル コール中毒に関する問題を解決するた

めに援助が与え られます。

以上の原則を適用すれば，様々な困難は

あっても，r有意義 な道が開けます。すでに

多くの家族が素晴らしい経験をしています。

アルコール中毒 を克服した人や，再び固く

結ばれた家族を見るのは，実に喜ばしいこ

とです。

主は次のように宣言しておられます。「人
おぽ

の値は神の前 に大いなることを憶 えよ。……

汝らもし……唯一 人の人た りともわれに導
よろこ い か

かば……汝らの悦び如何ばかりぞや。」(教

義 と聖約18：10，15)こ の み言葉は，アル

コール中毒の人のために働 く時にそのまま

当てはまるものです。私たちが主の助けを

受けて，アルコールに冒されている人々の

生活に祝福をもたらし， 回復への真の希望

を与えることができますように。
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レスピーギの作品 『ローマの松』の演奏を

聞いた後で，「この曲は午ユーヨーク・フ ィ

ルやシカゴ ・シンフォニーの演奏で聞いた

ことがありますが，聞きなが ら涙が出てき

たなんて始 めてのことです。一体 どういう

ことなんでしょうね」 と尋 ねてきました。

また，最近カ リフ ォルニアで行 なわれた

コンサー トでは，教会外の人がこういう感

想をもら して いま した。「この楽団の若 い

入たちは音楽的に優れているだけでなく，

善良さがにじみ出ているという感じですね。

本当に驚きましたよ。一体どういう人たち

なのですか。」

さて彼らは，年齢は16歳 から30歳 ，職業

も法律や医学 を専攻する学生，高校生，一

般の大学生，銀行員，電気技師，植 木屋，

教師，花屋，印刷業者，会計士な ど，実に

バラエテ ィーに富んでいます。 また，独身

者もいれば既婚者もいます が，375名 全 員

が優れた音楽家です。そして，最 も大切な

のは，彼らが 自分の証を音楽を通 して分か

ち合いたいと考 えていることです。
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「皆 さん も入ってみればわか りますが
，

この楽団のメンバーは単に音楽的な理由だ

けで集っているわけではありません。私が

入団した動機は，私の音楽的才能 を伝道の

道具 として使いたかったからです」と語る

のは，タバナクルで行 なわれた演奏会で何

度か独奏 したこともある，第一バイオリン

奏者ケビン ・コール兄弟です。

合唱隊の一員のジャニ ス ・コール姉妹 も

同じ意見です。 「立派に上演できた時には，

『みたま』 を非常 に強 く感 じます。今は与

えられた才能を一生懸命 に伸ば して，皆さ

んが もっともっと主 に近づけるように， そ

のお助けができればと思 っています。」

「歌 って いる時 のあの浮き浮きした気分

は， ちょっと言葉で言い表わせ ませんね。」

これはユース ・コーラスの4人 姉妹のひと

りキャシー ・ブロー ドベン ト姉妹の言葉で

す。彼女は こう続けています。「たったひと

つ言えることは，本当に天のお父様 を愛し

ているということです。 自分にも主のため

にできることが あるのだ，主が与えて下さ

った才能を使っているのだ， と思うと， と

ても胸が熱 くなります。 そうです。 音楽を

通 して，耳を傾 けて下 さる方々の心の琴線

に触れているのです。」

この楽団の影響力 には測り知れないもの

があ ります。彼らの事務所には，他の楽団

に見 られない素晴らしさの秘密を教 えて下

さいとか，教会についてもっと知 りたいの

ですが， とかいった手紙が毎月たくさん寄

せられています。 でもその感動の源が何か

を本当に理解 できるのは，人々が心 を変え，

改宗 した時なのです。

教会員になったために，二度と家の敷居

をまたがないようにと言われた女性がいま

す。 彼女は母親を説得 して公演会 に行かせ



ました。すると，母親の教会に対する態度

がすっかり変わ りました。「今ではもう家 に

帰ることもできるようになりました」と，そ

の女性 は語っています。3年 間教会の勉強

を続けていた男性がいますが1こ の人はカ

リフ ォルニアのサクラメントで行 なわれた

この楽団の公演を聴いて教会に入ろう と決

心 しました。 また，カ リフ ォルニアのモデ

ストに住むある夫婦は，モルモ ン ・ユース

の公演を2度 聴いてみたまに強 く心を動か

され，教会に入る決心をしました。

この楽団は海外において もその力を発揮

し， 人々を魅了 しています。モルモン ・ユ

ースのクリスマス特別番組は
，フランスで

採 り上げられた最初の末 日聖徒の番組にな

りました。 しか も， これがテレビで放送さ

れてから，さらに3つ の番組か ら要請があ

りましたδ ノルウェーでもテレビで放映さ

れましたが，その結果，以前は宣教師をか

たくなに拒んできた 多くの人々が，心 を開

くようにな りました。7月4日 に合衆国で

放送された二百年祭特別番組では，視聴率

が全国第3位 となり，これをきっかけに，

あるニューヨークの資産家は，全団員によ

るソ ビエ ト公演旅行を提案 し，費用を全額

持ちたいと申し出てきました。 この楽団が

いかに人々の心を動かし，伝道活動を助け

てきたかは， まだまだいろいろな話があり

ます。

楽団の指揮者であるロバー ト ・ボーデン

兄弟はこう語っています。「私たちが毎週出

演するラジオ番組だけでも，合衆国，カナ

ダ，それにヨーロッパを合わせて，聴取者

の数は推定で1億4千400万 人に上 ります。

公演は年に20回 ，またテ レビの特別番組 も

年 に1，2回 はあ ります。現にそうした番

組のひとつで，私たちは リージ ョナル ・エ

ミー賞を獲得しました。
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そうした忙 しい公演のスケジュールと，

週1回 の練習のために，楽団貝は大変な献

身を要求されます。 モルモン ・ユー スの一

員であることが教会の召 しであると言われ

るのはこのためです。

「モルモン ・ユースは働 くため の組織で

あって，親睦を 目的 とした組織ではあ りま

せん」とボーデン兄弟は語 っています。「私

はオーディションに来た人々に， もし社交

的親睦ということを 目的にしているのなら，

場所を間違 えていると教えてや ります。私

たちは教会と伝道活動のために働 いている

のです。

土曜 日の午前中に練習をして，翌週の土

曜 日にはそれを レコーデ ィングするという

ようなことがよくあ ります。 これを行なう

には，一流の演奏家であって，楽符をよく

読みこなせる人でなければなりません。私

はこの楽団が持っている力に驚いています。

彼らは，主に任えているという自覚のもと

に，可能な限り洗練されたものに近づけて

いこうと努 めているのです。」

演奏旅行 をする時には，いろいろな苦労

があ ります。通常，少なくとも1日 に1回

は公演があ ります。 そして移動の途 中は食

事をとるのに行列を作ったり， ほとんど睡

眠が とれなかったりで，その疲労は大変な

ものです。

アル トの リンダ ・テイラー姉妹はこう言
つら

っています。「演奏旅行で一番辛いのは，と
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て も疲れることです。 リラックスできる時

なんてほとんどあ りません。 それでもいざ

歌う段になると，辛 いことはすっかりどこ

かへ消え失せてしまいます。『主は生けりと

知る』を歌う時は， いつも身が引き締 まる

ような気が します。」

食事はワー ド部の文化ホールで とった り，

主催者の家庭で御馳走になったりすること

がよくあ ります。あるいは訪問先の町々で

それぞれ 自分で食事 をとりに出かけます。

「バス7台 分 の 人間がひ とつのレス トラン

ヘ入ることなどとてもできませんからね。

演奏旅行をするため1こはかなりの時間をか

けて綿密な計画を立てる必要 があります。」

そう語るのは，楽団長の レイ ・ファーガソ

ン兄弟です。

旅行での楽 しみのひとつは，教会員の家

庭を訪れることです。 テナーのジム ・ラム

ルー兄弟はこう言います。「観光 も確かに楽

しいですが，僕の場合は教会員の家庭に滞

在することが一番ですね。

どの家庭でもまるで家族の一員のように

迎 えてくれるんですね。それ に何で もして

くれます。 ですから別れ る時には， もう生

まれた時から一緒のような感 じです。」

地元では もちろんのことですが，彼 らは

旅行の間で も，必ず と言ってよいほど， 人

人に大きな影響力を与えています。昨年 の

夏，カ リフォルニア演奏旅行 の最後になっ

て，7人 のバス運転手(そ の中の幾人かは

末 日聖徒)が 一緒に集まり，その中の代表

者が楽団のメンバーに次のように言いまし

た。「私たちは皆さんと一緒 に旅ができたこ

とに感謝の意を表 したいと思います。女性 一

の方々全員にバラを用意しました。このよ

うな素晴らしい楽団にお供で きた感謝の し

るしです。」そして，若い女性たちに14ダ ー

聖徒の道/1982年5月 号

スのバラが贈 られたのです。

ボーデン兄弟はこう言っています。「音楽

には非常 に強い力があります。だれでも，

教会へ行 き，讃美歌を聴 いて涙を流したこ

とが何回もあ るで しょう。音楽は，0人々の

心を天父に向かわせもすればサタンに向か

わせ ることもあります。音楽の使い方には

注意しなくてはな りません。

メンバーは皆， 自分の才能をどう生かす

べきかちゃんとわかっています。 自分たち

が していることの意味をきちんと理解して

るんですね。 ひとつの曲を渡すと， いつ も

期待以上のものが返って くるんですよ。そ

れは，彼らが音楽の真髄を心で感 じ取って

いるからなんです。 それが証拠に，聴いて

いる人たちは物音ひとつ立てませんし，音

楽を体で感じ取って， こう言 っています。

『これ はすごい， よタ聴 いてごらんよ!』

このような仲間と行動 を共にできるとは本

当に素晴 らしいことですね。」

楽団員 も全 く同じ考えです。現在， メン

バーになるには登録 してから1年 半もかか

りますが，皆それ を苦にしないで待つのは，

それだけのものがあるからなのです。 また

行 こうと思えばスキーにも行けるのに，土

曜の午前 をすべて犠牲に、して練習する理由

もそこにあるのです。

打楽器奏者 のスティーブ ・ダンカン兄弟

はこう話 してくれました。 「モルモン・ユー

スの一員であること，また皆さんに演奏を

聴いていただけることをうれ しく思ってい

ます。こうした特権について考 えると心の

中一杯に，，とても木きな喜びが広がってい

きます。私 にとってこの道を歩むことは，

天国へのひとつの ステ ップなんです。長い

時間をかけて犠牲を払 うだけの価値はあり

ますよ。」
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教会福祉事業部

救 援 物 資,

ポーランドへ向けて

教会は物不足で悩 むポーラ ンドへ医薬品

や食糧 を送って援助 を行なっている。

ソル トレーク･シ ティーか らワル シャワ

に向けて積み出された最初の荷は病院用の

乾燥消毒剤で,溶 解 す ると約10万 ガロン

(373キ ロ リッ トル)め 殺菌剤 としてポーラ

ンドの医療施設で使用できる。

さらに5万 ポン ド(22,680キ ロ)の 粉 ミ

ルクと2万 ポン ド(9,070キ ロ)の 粉末チ ョ

コレー トミルク,同 じく2万 ポン ドの乾燥

食糧が積み出されることになっていると福

祉事業部代表のグレン･ペ イス兄弟は語 っ

ている。 これは金額にして9万 ドル(約2

千万円)に 上る。

またペイス兄弟は,ユ タ州プロボに本部

を置く国家慈善機関のポーラン ド食糧援助

担当官に,洗 浄剤やその他の医薬品を購 入

:綴

鰍 撫1 .

1欝

聾

轡欝鞭

できるようにと5,000ド ル(約115万 円)の

小切手を渡 した。

これまでにも教会は,大 きな災害が発生 し

た際,困 窮者 に援助の手 を差 し伸べるため

に救援活動を行なってきている。緊急事 態

の時の救援は,教 会員,非 教会員を問わな

い。例えば,チ リやグアテマラ,ニ カラグ

アの大地震,オ ース トラ リアの洪水の際に

救援物資を送 っている。(チ ャーチニューズ,

3月2日 付)
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ベル･S･ス パ ッフォー ド姉妹は,長 い闘病生

活の末,2月2日 ソル トレーク･シ テ ィーのユタ

病院で蓮去 した。86歳 。

スパッフォー ド姉妹は1945年4月6日 に扶助協

会中央管理会会長 に召された。30年 の会長 として

の在任期間中,初 めは会員10万 人の西部アメ リカ

の単なる婦人団体 にすぎなかった扶助協会は,65

力国,90万 人か らなる世界的な組織 となった。
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弘前では去る2月7日 から12日 まで,東 北五

大祭のひとつである｢弘 前城雪燈籠祭 り｣が 開

催 されました。 この祭 りは毎年50万 人以上の人

人が訪れる大規模 なものです。

私たち弘前支部でも,こ の祭 りに参加す るの

が恒例 となってお り,今 年 も雪燈籠二基,雪 像

一体を製作 しました
。特 に雪像は,両 腕に子供

たちを抱き寄せているイエス･キ リス トを型ど

り,高 さ3,5メ ー トル,幅2メ ー トルのかな り大

きな ものになりました。

製作 にあたっては,例 年の宣教師主体か ら今

年は会員主体の作業となりました。暖冬で降雪

量が少なく雪質も悪いという悪条件の中,兄 弟

達は,姉 妹達の暖かい手料理 に励 まされながら,

毎 晩遅 くまで寒さの中,雪 と取 り組みました6市

の観光課の方々や 自衛隊の方々のア ドバイスも

あ り,1週 間で何 とか完成し,会 員一同,大 き

な満足感と喜びを経験 しました。そして来年 も

もっと良いものを作 ろうと抱負を語り合いまし

た。(盛 岡地方部 弘前支部からのお便 り)
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製作に励む弘前支部の会員

貼･

謄

撫 ト

轟繋紬､､蝿 懸 齢擢
高 さ3,5メ ー トル の キ リス トの 雪 像
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改宗 しτ半年間に学んだこと1
'

太田徳子(高 校1年)

昨年の10月 にバプテスマを受けてから毎週 日

曜 日に教会に集い,い ろいろなことを学びまし

た。当たり前のことばか りだ と思いましたが

｢成長する私｣に 参加することによって
,そ の

当たり前のことがきちんとできていなかったこ

とに気がつきました。

｢成長する私｣の 中で私はふたつの目標を立

てました。ひとつは霊性,も うひとつは奉仕と

慈善の分野です。私は時々お祈 りすることを忘

れるので必ず毎朝夕,祈 ることを霊性の目標に

しました。奉仕と慈善の分野では,家 庭で食事

の後片付けと洗たく物を取り入れてタンスの中

にしまうこと,そ して若い女性のクラスのみん

なで決めた毎週土曜日の3時 に教会に行 って台

所とトイレ,玄 関を掃除することを目標にしま

した。これまで1回 も休まずに奉仕することが

できました。また弟がけんかをしかけてきても,

が まんして許すこともできるようになりました。

私はこれまで心の中で｢こ うしなければいけ

ない｣と 思っていても,っいはずかしくてできな

いことが多くありました。でも今は,そ んな.こ

とはほとんどなく,家 の中の手伝いも少しずつ.

増やしながらやっています。私がこのようにな

れたのも,末 日聖徒イエス･キ リスト教会が本

当の教会であるからだと思います。

今年はセミナリーでいろいろ学んでいくと思

.いますが
,神 様の娘として努力しようと思いま

す。そして,ま だこの教会を知らない人たちが

少しでも多く教会へ集うことができるようにと

願っています。(名古屋ステーキ部名東ワード部)

▼
名
東
ワ
ー
ド
部

の
若

い
女
性
た
ち
の
発
表

鞭
灘

ボクは暴.走族だった

僕 はこの教会に入る前は,暴 走族に入っ

ていて,俗 にツ ッパ リと呼ばれる仲間 と遊

びまわっていました。､

昨 年の8月24日,友 人3人 と信号待ちを

してい.ると,宣 教師であるピ.一ターソン長

吉兼法雄
(名 東 ワー ド部)

老と土谷長老が何を思 ったのか僕たちに話

しかけてき.ました。僕はその時,家 族全員

が創価学会貝という環境 に.あったので,最

初 は断わりました。 しかし友達のからかい

半分の｢モ ルモンだがや,お もしろいで話
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議 一酵 曜

ある日,電 車 の 中 で

る日,電車の中で｢聖 徒の道｣を 読んで

あ いる､,突 麟 か､,キ,。､ノ､と､､う

声が聞こえました。びっくりして顔を上げると,

隣にひとりの女の人が座っていました。彼女は

キリスト教に興味を持っていて,思 わず声が出

てしまった様子でした。私はモルモンについて

少しお話し,別 れる時に彼女がとっても気に入

ったらしい｢聖 徒の道｣を プレゼントすると,

ものすごい喜びようで私の方が驚いてしまいま

した。

それ以後 彼女とは文通していますが,一 日

も早く真理を理解して欲しいと思っています。

またこのように｢聖 徒の道｣か ら思わぬところ

で友達が得られ,と てもうれしく思います。

｢聖徒の道｣ ･は私にとって特別な本です。主

から心が離れてしまい,正 しい決心ができない

時,｢聖 徒の道｣を 読んでいると間もなく心の中

に平安と喜びが訪れ,本 当にうれしくてたまら

なくなったこともありました。一人一人が完成

へ向けて成長していく時に,主 か.らのア ドバイ

スである｢聖 徒の道｣は 特別な本として大きな

助けとなることを証します。(広島ステーキ部呉

支部･多 胡紀代美･20歳)

我が家の愛読書

月待ち遠しいものに｢聖 徒の道｣が ある。

毎四大聖典を主食とすれば｢聖 徒の道｣は
副食と言いたい。そのメニューは多彩で美味で

ぜい たく

ある。`しかし少しもこの世の贅や沢がない。ま
はし

っ先に箸をつけるのは妻である。(老 妻と言っ

たら叱られた)丹 念に第1頁 から味わっている。

私は職場で昼休みに精力的に読むようにして

いる。息子や娘も折々に黙々と頁を開いている

ようだ。

読むほどに聖典の時代背景や意義が釈然とし
そ しやく

てきて咀囎にうまみが加わる。多くの指導者や

会貝の人生経験や信仰生活を知ってわが身と心

を縮めたい思いにかられることが多い。

私たちの日常生活の中にあって,｢聖 徒の道｣

は リアホナのように私たちを楽しく,義 しく,

幸せな心へと導いてくれることに深く感謝して

いる。(札幌ステーキ部札幌第5ワ ー ド部･小 玉

資雄･68歳)

どんな小さな祈りでも

は毎月｢聖 徒の道｣が 配達されるのを楽

私 しみにしている会貝のひとりです。私に
とって｢聖 徒の道｣は 四大聖典 と同様に素晴ら

しい,｢高 価な真珠｣で す。

現代の生ける予言者,ス ペンサー･W･キ ン

ボール大管長の愛にあふれたメッセージを読む

時,心 に平安 と勇気が与えられます。また目ま

ぐるしい 日常生活の中で何が大切か,何 を守る

べきかを教えてくれます。特に3月 号の｢常 に

祈 りなさい｣と のメッセージを読んで,祈 りが

どれほど大切なものであり,ど のような時に,

どのように祈ればよいのか再度認識を新たにし
.ました
。

どんな小さな祈 りで も誠心誠意祈 り続ける

ことができるように,自 分を整えたいと思いま

す。(高 松ステーキ部徳島ワード部･阿 部政信･

41歳)

子供たちを教える指針として

改
宗してから今日までずっと愛読している

ひとりです。｢聖徒の道｣を 通して学び,
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